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　また，「満洲事変期における上海在留日本資本と排日運動」（上）（下）（『和光経済』1988 年 2 月，3月）






















































第一に，1999 年 11 月に開催された和光大学総合文化研究所のシンポジウム「二つの世紀末と日本・ア
ジア」において，「日本企業のアジア進出とアジア認識」というテーマで問題提起を行い，三井物産会
社『社内調査資料』（1944 年）をもとに，三井物産のアジア市場認識や経営戦略（コンプラドール排除），
そして国家的進出との一体性を指摘した点，第二に，和光大学経済学部創立 35 周年記念号（2001 年）
においては，「日中戦争期における財閥資本の対外認識と対応［覚書］」と題して，三井合名会社の『調
査部内報』をもとに，急速に拡大する中国占領地支配の場にあって，占領政策に密接に連携しつつその
内実を担っていったと指摘した点に，端的に示されている。さらに，絶筆となった『三井文庫史料　私
の一点』の論考「日清戦後の中国市場調査報告からみえるもの―藤瀬政次郎『清国新開港場視察復命
書』明治二九年―」（2017 年）は，三井物産による中国の市場状況や商慣行に関する調査報告の一つを
紹介したもので，そこに見えるリアルな中国市場認識を通して，三井物産の総合商社としての発展も規
定していったとしている。まさに，近代日本の対アジア経済進出の特徴を，国家や国家資本との一体性
のもとに，現地社会との関係性を重視しつつ，三層構造として位置づけたと総括することができよう。
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